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医学部学生コース

大 学の臨床実習で心臓血管外科をロ
ーテートする前であったので、今

回のサマースクールの内容を理解できる
か不安であった。しかし、種々のレクチ
ャーや分り易い実習内容であったので、
各々のプログラムをとても楽しむ事が出
来た。皮膚縫合一つをとっても、実際の
動物の皮膚を縫合する機会はなかなか無
い事であったので、一つ一つの実技プロ
グラムで学ぶことが多かった。将来は新
専門医制度も始まり、自分自身、何かの
専門医になるかは迷っている状態であ

る。症例数に対して専門医プログラムを
専攻できる人数も決まっているという話
も聞いたので、様々な情報を集めながら、
今回の体験を大切にし、将来の専門科を
決めたいと思う。最後に『もっとWet 
Laboをやりたいです』。2 日間とても楽
しかったです。スタッフの皆さまありが
とうございました。 （男性・学生5年生）

私 は初めてサマースクールに参加さ
せていただきました。心臓外科の

先生方のイメージは、論理的で迅速な手
術をさせるというものでした。そして怖
いというイメージもありました。しか

呼吸器外科・心臓血管外科 開催
報告

2015 年度も呼吸器外科ならびに心臓血管外科、いずれのサ
マースクールもキャンセル待ちが出る盛況で年々認知度が上
がってくる印象です。
心臓血管外科サマースクールは、例年通り日本胸部外
科学会、日本心臓血管外科学会、日本血管外科学会の3 学
会による共催で、8 月22、23日、神奈川県のテルモメディカ
ルプラネックスにて、参加者 94 名（医学生 42 名、研修医 52
名）で、ウェットラボを中心とした実習を行いました。またド
ライラボや模擬ライブ手術で心臓血管外科の実際を経験し、
留学の実際など若手中心のセッションも開かれました。

呼吸器外科サマースクールは7月11、12日、神戸医療
機器開発センター、ニチイ学館神戸ポートアイランドセンター
にて日本呼吸器外科学会との共催で、参加者は 95 名（医学
生 39 名、研修医 56 名）で多くの時間をウェットラボに当てま
した。またアニマルラボ、ティッシュラボ、さらに胸腔鏡手
術のドライラボも行いました。両サマースクールとも懇親会
では全員が参加し、全国の同じ道を目指す仲間たちと大いに
交流を深め盛り上がりました。心臓血管外科医、呼吸器外
科医を志す若者がその道に進んでくれること
を切に願います。  

【研究・教育委員会 委員長　松居喜郎】

ベーシックコース

4月からSGTが始まり、病院の雰囲気に
ようやく慣れてきた頃、その時たまた

ま呼吸器外科を廻っていた私に、偶然サ
マースクールの欠員が出たからと先生が
声をかけてくださったことから今回のサマ
ースクールの参加が決まりました。十分に
心の準備もできないまま、なけなしの知識
を携えて挑んだ 2日間でしたが、想像をは
るかに超えた多くの知識と経験、そして
様々な志を持った仲間たちや先生方との
出会いを得ることができました。

1 日目の開胸実習や摘出心肺での実習
は、自らの手を動かすことで今まで見て
きた手術の難しさと、だからこその楽し
さを肌身で感じることができました。縫
合コンテストでは、インストラクターの
先生やペアを組んだ 6 年生の先輩のおか
げで最高傑作ができ、ベーシックコース
で 3 位に表彰していただいてとても光栄
でした。2 日目の胸腔鏡での作業は考え
ていたよりもずっと難しく、先生方の技
術力の高さと鍛錬を積むことの重要性を
実感しました。

また、他大学の先生方や学生と知り合
うことができ、将来のことや目標、身の
上話や趣味のことまで本当に色々なお話

ができたこともとてもいい機会でした。
偶然できたこの繋がりを大切にしなが
ら、これからの学生生活、研修生活を精
進していきたいと思います。

最後に、お忙しい中準備に当たられた
事務局の皆様、ご指導いただいた先生方、
このような機会を与えていただきました
ことに深く感謝申し上げます。

（女性・学生 5 年生）

昨 年に引き続き今年も参加させて頂
きました。昨年同様、夏休みの貴

重な 2 日間をさいて参加している学生、
研修医の皆さんの熱意には心打たれまし
た。ベーシックコースのインストラクタ
ーを仰せつかりましたが、縫合やTissue 
laboで目を輝かせて実習にあたる学生さ
んを見ていると、こちらも普段の業務と
は異なる新鮮さがあり元気をもらいまし
た。昨年度の受講生や、当院に実習に来
てくれていた学生さんや研修医とも再会
し、驚くとともに呼吸器外科に興味を抱
いてくれたことをうれしく思いました。
当院の後期研修医もこのサマースクール
の経験者であり、新たな呼吸器外科医を
はぐくむ土壌となりつつあることを実感
しております。

ランチョンセミナーもお声かけ頂き、

2015 年７月11・12日  in 神戸
参加者の声呼吸器外科サマースクール

大役を果たすこととなりました。大して
役に立つ話はできませんでしたが、子育
てしながらでもできるんだということ
と、楽しさだけは伝わっただろうと自負
しています。呼吸器外科への門をくぐろ
うとする皆さんの背中を少しでも押すこ
とができたならば幸いです。

そして円滑で楽しい企画を進めて下さ
った長崎大学事務局の先生方をはじめ、

日本胸部外科学会、日本呼吸器外科学会
他、関係するすべての方々に深くお礼申
し上げます。ありがとうございました。

（女性・インストラクター）

アドバンスコース

学 生の時にも参加させていた
だき、今回研修医として 2 回

目の参加でした。
学生の時とは違い、Animal Labo

では実際に肺葉切除を行い、途中
で肺静脈からの大出血を経験し、
手術がどんなに恐ろしいものか改
めて感じることができました。同
時に出血した瞬間に対応していた
指導医の先生方の手技を見て、ど
う対応していくのかを見ることが
できたことが今回一番勉強になっ
たと感じています。実際に心臓が
拍動し、血液で満たされている血
管の処理も想像していたよりも難
しいものでした。

Wet Laboでは、摘出心肺での肺
葉切除を 2 年目の先生と協力して
行いました。緊張感を持ちつつ手
技を行うことができ、指導医の先
生にも丁寧に指導していただきま

した。Animal Laboの時のような出血はも
ちろんありませんが、血管の同定などは難
しく、そういったことを理解できただけで
も大変勉強になったように思います。

前回参加した際にお会いした先生方も
私のことを覚えていて頂き大変光栄でし
たし、そういった繋がりが作れたことも
自分の中で、サマースクールに参加して
よかったと思える部分です。

インストラクター及びスタッフの先生
方、本当にありがとうございました。 
 （男性・研修医 1 年目）

心臓血管外科サマースクール参加者の声
2015 年 8月22・23日  in 神奈川



2

１．各種委員会委員構成の件

2016 年度委員会委員名簿（案）が提出さ
れた。今後変更があるかもしれないが、
現時点での委員会名簿として承認された。

２．学術集会運営会社の選考
について

（１）第 68 回学術集会の評価
第 64 回～第 70 回までの運営会社の選考
経緯が説明された。また、第 68 回学術
集会運営会社の評価（主催者アンケー
ト・学術集会アンケート・参加者アンケ
ート）は総合評価としても概ね良好であ
ったことが報告された。

（２）総務・渉外委員会
１）学術集会運営会社の選考見直し
学術集会運営会社の選考に関しては、質
の向上とコスト削減、会長の負担軽減が
期待されるなどの理由から複数年契約で
第 70 回まで決定している。現在の選考
方法では、本年第 68 回学術集会運営会
社を評価し、来年総務委員会及び理事会
を経て決定というスケジュールである
が、既にこの選考方法では数年が経ち、
現実にそぐわない。変更案として、学術
集会後の第 1 回理事会にてコンペを実施
し、その契約は単年度契約も有効とし（結
果として複数年契約になる場合もある）、

会長の意見を取り入れて、理事会で最終
決定をすることが提案され承認された。
２）2018 年第 71 回学術集会運営会社選
考コンペ
3 社によるプレゼンが行われた。各運営
会社の特色、チーム編成、会場設営、収
支予算についての説明があり、質疑応答
を行い、検討の結果、最終的に 1 社に決
定した。

３．各種委員会報告（年度計画）
及び協議事項

（１）学術集会委員会
とりあえずこの委員会で検討し、委員の
変更及び追加は今後検討する。当面の課
題として、学術集会をどのように運営す
べきか（資金集めなどの経費及び実際の
運営方法）、会場の予約方法（3 年前でも
かなり無理がある）等も含めて検討する。
１）第 69 回学術集会準備状況
コアメンバーによるプログラム委員会の
開催、セッションの企画をコアメンバー

に依頼（3 分野の割合４：２：１）、PGC
についての提案（呼吸器の時間枠増加、
食道の日程調整）が報告された。

（２）選挙管理委員会
2016 年は評議員改選の年に当たり、本
年 11 月 1 日までに有権者名簿を送付し、
16 日までに２件の異議申し立てがあっ
た。その処理を行った結果、各地区別専
門分野別の選挙評議員の定数が提案さ
れ、本理事会でもそのまま承認された。
なお、本会評議員についても女性枠の確
保との意見がだされ、検討の結果、推薦
評議員 10 名を含む評議員うち 3 名を女
性とすることが承認された。

（３）会誌編集委員会
１）報告事項
委員構成、論文投稿・掲載状況（11 月 10
日現在投稿数は 185 編で前年度に比べて
かなり減少）、Accept数は 74 編、Accept
率（Original Article 57 ％、Case Report 
23.9 ％）、Accept ま で の 平 均 所 要 期 間

（Accept 57.9 日、Reject 27.2 日）、Accept

からOnline First掲載及び冊子掲載まで
の平均所要期間（Original Article 13 日冊
子までは 142 日、Case Report 20 日冊子
ま で は 654 日）、掲 載 数 状 況（Original 
Article 43 編、Case Report 35 編 の 総 数
110）、2012 年～2013 年に掲載され 2014
年に引用回数が多い論文一覧、GTCS引用
が多い施設一覧、Reviewerとなる評議員
のリスト再編成、Impact Factor申請用文
書（12 月中に申請）、地方会及び学術集
会でのIF獲得に向けての広報活動（今後、
関東甲信越地方会ではランチョンに引き
続き実施し、また幹事会も実施）、超過頁
の料金変更などについて報告された。
２）協議事項
Original Article 及 び Invited Review 
Articleなど投稿論文数が減少しているこ
とへの対応として、評議員立候補資格に
GTCS へ の 4 年 以 内 の 投 稿 歴（Case 
Report、共著者あるいはRejectでも可）
を加えてはどうかとの提案がだされた。
現在の評議員でこの条件に合致しない人
が何名位いるのか、調査後、再検討する。

（４）総合将来計画委員会
昨年度の諮問事項の 1 つである 3 分野の
統合学会としての今後のあり方に関して
の 3 分野にまたがる企画（医療安全講習
会・PGC・特別企画の 3 分野境界領域）
について、委員会委員が内容を評価した

日本胸部外科学会 第1回理事会　2015年11月17日（火）13：00 ～ 16：50

理事会ニュース

【会場】
テルモメディカルプラネックス 

呼吸器外科サマースクール
【会場】
神戸医療機器開発センター（MEDDEC）
ニチイ学館ポートアイランドセンター

心臓血管外科サマースクール
2016

8 20（土）21（日）・

2016

7 9（土）10（日）・

今年も開催します！

参加申込など詳細は日本呼吸器外科学会、日本心臓血管外科学会、当会のHPをご覧ください。

2016年1月13日現在 予定

し、今回のサマーセミナーではどの先生
方も非常に優しく、懇切丁寧に指導して
頂き、懇親会でもこんなに楽しいものか
と驚きすら感じました。また、Wet Labo
において、血管縫合・CABG・ASDパッ
チ閉鎖と感動の連続で、時間がかかって
もこういった素晴らしい手術を自分でし
てみたいと強く思うようになりました。
実習では、見学または皮膚縫合までやら
せていただき、それでも大変楽しかった
のですが、実際に「心臓」に触れて手技
を行うことが出来たことは、予想をはる
かに超える喜びとなりました。循環器内
科の道に進もうかと思った時期もありま
したが、心臓を実際に見て手術すること
はこれほど楽しいのかと思い、今回のサ
マースクールにおいて心臓外科の道を強
く意識するようになりました。サマース
クールにおいて改善すべきと思った点
は、もっと実習を長くとっていただけた
らと思いました。今回のWet Laboの充
実度はものすごいものがありまして、正
直驚きの連続・感動の連続でしたが、時
間があっという間に過ぎてしまい、それ
が非常に残念でした。何時間でもできそ
うな気がします。こんなに楽しいものだ
とは思いませんでした。ただ、不安もあ
ります。心臓外科医になる事で人生のす
べてをささげる覚悟は必要だと思います
が、家族を顧みることが全くできないの
ではないかという不安もあります。しか
しそのくらい充実できることは幸せであ
ると思う自分もいるのですが、先生方の
生活を少しでも紹介するという機会がこ
のサマースクールであったら参考になる
かと思います。講義で印象に残ったのは
最後の講義です。「周りの信頼が大切」
「下足番を任せられたら日本一の下足番

になれ。そうすれば君を誰も下足番には
しておかぬ」といった言葉は特に印象に
残りました。最後に、このような素晴ら
しい機会を与えて下さった先生方、スタ
ッフの方々、大変有難うございました。
また参加させていただきたく思います。
来年も申し込みます。有難うございました。

（無記名）

大 変豪華な講師の先生方に、充実し
た設備と器具など、素晴らしい環

境で学ぶことができて、とても貴重な経
験をさせていただきました。Wet Labo
では学生という身分ながらCABG やASD
まで経験させていただき、実際に自分で
針を持ち、手首を動かすことで、どこが
難しいのか、助手は何をするべきかなど、
ただ手術の見学をしていただけでは分か
らないことに気づくことができたと思い
ます。これから手術の見学をするときは、
針の持ち方や手の動かし方も意識してい
きたいと思います。 （男性・学生 6 年生）

初期臨床研修医コース

臓 器はデバイスなど
貴重なものをふん

だんに準備して頂き、本
当 に 有 難 う ご ざ い ま し
た。 特 に Wet Labo で は
個別に先生方からの指導
もいただき、充実してい
ました。改善点としては
Laboでするような手技
の予習スライドやビデオ
が事前にネットで見られ
ると尚良いかと感じまし
た。懇親会もあり、全国
の先生方（女性も大勢）、
研修医の先生方と出会え

て良かったです。有難うございました。
（女性・研修医 2 年目）

ま だ手術でも実際にCABGや弁置換
を行う事は無いが、手技を通すこ

とで術者の視点や教科書などに書かれて
いる言葉のニュアンスの理解を進めるこ
とが出来た。何より時間を忘れて集中し
て縫合等を取り組む経験を得られ、充実
した 2 日間だった。学生のころから参加
していればよかったと思いました。  
 （無記名）

今 回このような有意義な会に参加さ
せていただき誠にありがとうござ

いました。自ら実習で手を動かしながら
学 ぶ こ と で、自 分 の 進 路 で あ っ た り、
visionが少しはっきりしてきた尊い時間
であったと思います。この貴重な経験を
与えて頂き、本当に有難うございました。

（女性・研修医 2 年目）

コース記入無

今 回参加させて頂くまでは、自大学
の先生方の手術見学・ご意見をお

聞きする機会しかなかったので、他施設
の先生方の手術をデモで見たりお話を聞
くことが出来、大変良い経験となりまし
た。また、高名な先生方ばかりでなく、
将来の進路を決めて余り時間の経たない
若い先生方や、他学生とも話すことが出
来、良かったです。また、Wet Laboで自
らも手術手技を経験することが出来、た
くさんの先生方に手厚い指導をしていた
だき、新たに手術の面白さを感じられま
した。充実した 2 日間でした。有難うご
ざいました。 （無記名）

ラ イブ手術では、リアルタイムで複
数の先生方から術中のトラブル

シューティング等を解説頂き、大学での
病院実習や手術見学では経験できない
事でした。非常に勉強になりました。
Wet Laboでは針の持ち方・運針の仕方・
糸のさばき方等、非常に細かいところま
で教えて頂き、その上で個人の癖になっ
ている部分は繰り返し指導いただきま
した。非常に貴重な機会でした。

（無記名）
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2015 年 10 月 19 日、第 68 回日本胸部
外科学会定期学術集会会場である神戸ポ
ートピアホテル内にて、朝食会形式で第
10 回胸部外科女性医師の会（Women in 
Thoracic Surgery in Japan, WTS）集会が
開催されました。今回は前原　正明先生

（元防衛医科大学校外科学講座 主任教
授、現蒲田リハビリテーション病院　院
長）を講師としてお迎えし、胸部外科領
域におけるNP/PA制度の導入についてご
講演いただきました。わが国の外科領域
において 2007 年に日本外科学会・日本
胸部外科学会などが連合して外科医の労
働環境改善のための委員会が発足し、
NP/PA制度導入を含めた外科医の処遇改
善について厚労省に向けて働きかけが続
けられてきた経緯や今後の課題や新たな
チーム医療体制導入との関連などにつき

詳細にわたるお話を賜りました。また、
臨床現場最前線で活躍される女性胸部外
科医師 4 名（広島市立安佐市民病院心臓
血管外科　荒川　三輪先生、埼玉県済生
会栗橋病院呼吸器外科　松本　卓子先
生、東京女子医科大学 心臓血管外科　立
石　実先生、京都府立医科大学付属病院
心臓血管外科　山崎　祥子先生）の先生
方にご発表いただきました。各先生方の
キャリアパス紹介や、胸部外科領域にお
ける女性医師の役割・現状、キャリア継
続の状況や成功に向けての重要な鍵（包
括的な制度面のサポート、医局、家族親
類、勤務先病院における制度やシステム
の整備）についてのお考えにつきご発表
を頂きました。女性のキャリアパスには
様々なパターンが考えられ、特に胸部外
科領域においては「女性」という通念で

資料が提出された。特別企画については
かなり厳しい評価もあるが、会員からの
評価と本評価を学術集会に反映させるシ
ステムの構築を学術集会委員会と検討す
る。本年度の諮問事項を早急に理事長か
ら提出いただきたい。

（５）政策検討委員会
学術集会でのプレスリリースを 1 つの方
略として検討し、プレスリリースのテー
マ を 抽 出 す る が、2016 年 度 は Annual 
reportのまとめを原則として行う。

（６）財務委員会
年間スケジュールが報告された。委員会
は、2016 年 8 月 29 日（月）に財務委員会
及び幹事会が開催予定である。

（７）学術委員会
2014 年 Annual report の 調 査 完 了 と
report作成、NCDデータベースを用いた
学術調査のコンバージョンの完成、NCD
データベースから得られた新たな情報へ
の対応策の策定（呼吸器外科における認
定施設でない施設の症例の取り扱い）、
過去 5 年間の学術調査の動向検討と社会
への還元について検討することが報告さ
れた。

（８）倫理・安全管理委員会
第 69 回定期学術集会における医療安全
講習会の企画、会員処分案件の処理、医
療事故調査制度の周知、新規導入手術の
安全管理に関する懇談会設置について検
討する。なお、現在学術集会前日に実施
されている医療安全講習会のビデオを学
術集会中に時間を区切って流し、その受
講も認めるようにとの提案がだされ、検
討する。

（９）専門医制度委員会
委員変更の件、日本外科学会で 12 月か
らプログラム募集を開始予定であること
が報告された。
１）呼吸器外科専門医合同委員会
新規申請、更新申請、認定登録医から呼吸

器外科専門医への復活申請、更新申請者
に限り、手術症例にNCD登録データの利
用可能、専門医試験の結果が報告された。
２）本会地方会の実績を専門医認定のク
レジットにする件
理事長から本会地方会実績を心臓血管外
科及び呼吸器外科専門医認定のクレジッ
トに認めてもらう提案がだされ、心臓血
管外科専門医認定機構及び呼吸器外科専
門医合同委員会に提出する。

（10）研究・教育委員会
１）心臓血管外科サマースクール 2015
決算報告
2015 年 8 月 22 日（土）、23 日（日）に開
催されたサマースクールの決算で収入は
6,740,000 円、支出は 6,935,339 円で赤字
分は 195,339 円で、これは直前の参加キ
ャンセルが要因であり、この赤字分は日
本心臓血管外科学会で負担する。
２）第 69 回定期学術集会Postgraduate 
Course策定
現在、座長・講師依頼段階であり、海外
招請（心臓はAATSから、呼吸器はEACTS
から）に関しては組織間依頼文書を準備
中である。また、呼吸器は 120 分から
180 分に拡大するに伴い、追加分のテー
マ、講師及び座長を選定中であり、食道
は開催日を前日とこだわらず他の食道プ
ログラムと組み合わせて開催する。
更に 2017 年～2019 年心臓分野 3 学会中
期計画案策定、2016 年度計画（サマース
クール予定、今後のPGC案策定、PGC講
師料の見直しやイラストレーターの斡
旋）について報告された。

（11）広報（Homepage・Internet）委員会
Newsletterに記載する施設便りの原稿依
頼が報告された。

（12）チーム医療推進委員会
本年も学術集会時に特別企画を行う予定
である。

（13）国際委員会

PGCの講師派遣、英文Homepageの食道
がんを翻訳中であることが報告された。
新規の活動として、他の学会の国際関係
の現状を鑑みながら、アジアからの参加
者を増やすためのトラベル・グラント及
び会員の海外研修・見学機会の提供と資
金サポート（企業との協力、冠名を付け
て）を検討予定である。それに伴い、受
け入れ可能な施設をAATS、EACTS、STS、
ESTSに紹介してもらう叩き台の文書を
作成中である。

（14）診療問題委員会
前年度からの継続課題、平成 28 年度診
療報酬改訂及び種々の診療問題に関する
会員からの要望に対する迅速な審議・対
応を検討する。また、緊急加算に関する
アンケート結果（Homepage掲載）の一
部データの引用依頼が厚生労働省保険局
医療課からあり、その件は承諾する。

４．理事会スケジュール
第 2 回 2016 年 1 月 14 日（木）、第 3 回
2016 年 3 月 25 日（金）、第 4 回 2016 年 6
月21日（火）、第5回2016年8月29日（月）
いずれも 13 時から 17 時までを予定して
いる。

５．その他
（１）第 26 回『日本臨床工学会』への後

援名義使用の件

上記、学会から後援名義使用許可依頼が
あり、例年通り、本年も承諾する。

（２）ヒト（自己）骨格筋由来細胞シート
の使用要件等の基準
日本心臓血管外科学会が中心となって、
関連 3 学会（日本循環器学会、日本再生
医療学会、本会）が連携し、厚生労働省
の新医療機器使用用件等基準策定事業に
おいて“ヒト（自己）骨格筋由来細胞シー
ト使用の施設基準及び実施医基準”を策
定した最終版が提案された。検討の結
果、設備機器条件の②『手術室及び本シ
ート調製に必要な設備（安全キャビネッ
ト、～顕微鏡等）を備えた細胞培養セン
ター（CPC）を有していること』を『手術
室、シート調製に必要な設備（安全キャ
ビネット、～顕微鏡等）を備えた細胞培
養センター（CPC）を有している』に変更
することで、承認された。

（３） World Society for Pediatric and 
Congenital Heart Surgery（WSPCHS）
Regional Meeting “Kyoto Symposium”
後援依頼の件
上記、学会の後援依頼があり、承認された。

（４）AATS Aortic Symposium Workshop 
2015 神戸の報告
本学会が共催し、寄付金を拠出した上記
学会の現時点での収支決算書（案）が報
告された。

ひとくくりにして語りきれない複雑な面
が存在するため、個々の性格や能力・環
境に合わせたキャリアパスを見極めてい
く必要性がありそうだとのご発言もいた
だきました。今回は胸部外科学会大会
長・大北裕先生をはじめ呼吸器外科・心
臓血管外科領域の指導者的立場におられ
る先生方にも多数ご参加頂き、活発な意
見交換・討論が繰り広げられました。今
回は総勢 25 名（世話人 2 名を含む）と多
くの方にご参加頂きました。過去のWTS
集会では講演会・質疑応答＋食事を基本

的な形態としてご参加いただいた先生方
が交流を深める機会を提供できればとの
思いで会を開催してまいりましたが、今
回はあえて多くの先生方にご発表頂き討
論を意識した集会創りを目指しました。
時代の流れも手伝いようやく中立的な男
女共同参画の考え方が芽生えてきた昨
今、気兼ね無くより一層積極的な意見交
換の場として多くの方にご参加頂き会話
や議論を楽しんでいただけるような会作
りを目指して今後も邁進していきたいと
考えております。

日本胸部外科女性医師の会日本胸部外科女性医師の会
（WTS in Japan）（WTS in Japan）

第10回日本胸部外科女性医師の会を終えて

正会員申請について
2016年５月２日 （月） 正会員申請締め切り日
2016年６月15日 （水）まで  委員会による審査かつ結果を 

理事会に報告
2016年６月20日 （月）まで 不合格者への結果連絡
2016年７月１日 （金）まで 不合格者からの異議申し立て
2016年７月15日 （金）まで 異議申し立て者に結果を通知
2016年８月１日 （月）まで 合格者に正会員委嘱通知

（申請条件等は学会ホームページをご覧下さい。）
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日本胸部外科学会 NEWSLETTER

編 集 後 記

今回のNEWSLETTERには呼吸器外科、心臓血管外科のサマースクール 2015 に参加
された学生、先生方の声が掲載されている。参加者にとって最もインパクトを持っ
て書かれているのはWet Labo、Animal Laboであった。特に呼吸器外科のAnimal 
Laboでは、1 年目の研修医の先生が肺葉切除の際に肺静脈からの出血を来してしま
い、それに対してインストラクターの先生が瞬時に対応したという劇的な体験が寄
せられている。おそらくこの若手外科医にとってその時の経験は一生忘れ無いであ
ろうし、またおそらく呼吸器外科への道を強固なものにした瞬間だったと想像する。
それ以外にもWet Laboでの血管吻合、CABGを経験し、自分のそれまで持っていたイ
メージとは全く違う現実の手技が体験でき、感動したということで自分でもしてい
きたいという気持ちになったということである。このように実際に胸部外科の手技

を体験してみて、座学、見学では絶対に実感できない何かを体験するというのは学
生・研修医にとってものすごく大きなインパクトであることが皆さんの声でわか
る。動物は初めて見た動くものを自分の親と思うと言われるが、胸部外科領域でも
early exposureの重要性を改めて感じる次第である。蛇足になるが、現在私の施設で、
ポリクリ学生が 4～5 人単位で 2 週間ずつ実習に回ってくるのであるが、全員にDry 
Laboで 7-0 の糸による運針をさせている。皆 2 週間経つと驚くほど早く正確に運針
ができるようになる。こんな事で少しでも多くの学生がhand workを生業とする外
科系に興味を持って欲しいと願っている次第である。

広報委員会委員長　夜久 均

この度、第 33 回日本呼吸器外科学会
総会を2016年5月12日（木）と13日（金）
の二日間にわたって、国立京都国際会館
で開催する運びとなりました。京都で開
催いたしますのは、11 年前に和田洋巳会
長のもとで開催された第 22 回総会以来
となります。私をはじめ、京都大学呼吸
器外科講座にとりまして、大変光栄なこ
とと厚く御礼申し上げます。

テーマは「呼吸器外科スタンダードの
確立をめざして―Establishment of JACS 
Standard─」と、いたしました。“呼吸器
外科スタンダード”と言う意味には、“呼
吸器外科学のスタンダード”と“呼吸器外
科学会のスタンダード”という両方の思
いを込めています。本学会総会が、エビ
デンスに基づいた呼吸器外科学の標準術
式の確立に寄与し、今後さらに発展する

であろう将来の日本呼吸器外科学会総会
の道しるべになれば、幸いです。

日本の呼吸器外科学は、すでに世界の
トップレベルにあると思います。約 2000
人が参加する本学会総会は、呼吸器外科
単独としては、世界最大級の学会です。
日本呼吸器外科学会は、さらなる国際化
を目指しており、上級演題の抄録や発表
スライドを英語とし、ESTSとのジョイン
トセッションを行う予定です。二日間い
つでもどこかの会場では、外国人にとっ
ても参加する意義のある英語セッション
が開かれているように工夫する予定です。

特別講演は、眼科医である高橋政代先
生（理化学研究所）にお願いしました。
世界で初めてiPS細胞の臨床応用を実施
され、ネイチャー誌に今年の 10 人に選
ばれた先生です。その時の苦労話をお聞

きすることは、多くの呼吸
器外科医にとっても意義
深いものと思います。

5 月は、観光地京都にと
って、気候も最高です。学
会終了後の週末には、京都
観光を堪能していただき
たく存じます。多くの学
会員の参加をお待ちして
おります。

伊達洋至
所属：京都大学大学院医学研究科器官外科学講座呼吸器外科教授
経歴：
1984年　岡山大学医学部卒業
1989年　ワシントン大学肺移植研究生
1993年　クリーブランドクリニック一般胸部外科フェロー
1994年　ワシントン大学肺移植フェロー
2006年　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科腫瘍・胸部外科教授
2007年　京都大学大学院医学研究科器官外科学講座呼吸器外科教授
趣味：マラソン
好きな言葉：努力

伊達 洋至 第 33 回日本呼吸器外科学会総会会長／京都大学大学院医学研究科器官外科学講座呼吸器外科教授

第33回日本呼吸器外科学会総会について

呼吸器外科スタンダードの確立をめざして 
─Establishment of JACS Standard─

おかげさまで仮 IF が 0.89 を超えました。今後、0.90 を超える見込みです。
これを以て、2015 年12 月にIF 申請を行いました。
申請から認定まで1.0─1.5 年必要です。もう少しの頑張りが必要です。
すでにインパクトファクターを取得してる雑誌（JTCVS、ATS、EJCTS、JTO、
Circulation など）に論 文を投 稿 するときには、2014 年、2015年 発 刊の
GTCSに掲載されている論文を引用してください。
心臓、呼吸器、食道各領域の分野別の論文リストはGTCSホームページに掲
載しています。
引用頻度の高い本学会学術委員会の学術調査報告書（Annual report）もフ
リーアクセスとなっています。
現在のところ、IFが付いていない GTCS論文を、ご執筆の GTCS 投稿用論文
に引用されても、GTCS IF獲得には寄与しません。また、過去（2013年以前）
の GTCS論文を引用されても2016 年以降のIFには寄与しませんので御注意
願います。 会誌編集委員会

みんなでとろう インパクトファクター（IF）
General Thoracic and Cardiovascular Surgery（GTCS）は日本胸部外科学会、日本呼吸器外科学会雑誌
の official、日本心臓血管外科学会の affiliate journal です

http://www.jpats.org/日本胸部外科学会webサイト日本胸部外科学会webサイトに、
お勧め論文を掲載しています！

The 69th Annual Scientific Meeting of the Japanese Association for Thoracic Surgery第69回

日本胸部外科学会定期学術集会
会　期： 2016年9月28日（水）～ 10月1日（土）
会　場： 岡山コンベンションセンター
 ホテルグランヴィア岡山
 ANAクラウンプラザホテル岡山
会　長： 三好 新一郎
 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器・乳腺内分泌外科 教授

テーマ： 温故創新─Innovation & Improvement─
ＵＲＬ： http://www2.convention.co.jp/69jats/

● 第 69 回日本胸部外科学会定期学術集会 運営事務局
日本コンベンションサービス株式会社 関西支社内
〒541-0042 大阪市中央区今橋 4-4-7 京阪神淀屋橋ビル2階
TEL：06-6221-5933　FAX：06-6221-5938
E-mail：69jats@convention.co.jp

連絡先 :
● 第 69 回日本胸部外科学会定期学術集会 事務局
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器・乳腺内分泌外科（第二外科）
〒700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町 2-5-1
TEL：086-235-7265　FAX：086-235-7269

演題募集期間

2016年2月9日（火）～4月12日（火）
※公募プログラムなど詳細は学術集会ホームペ―ジをご覧ください。


